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収録文書（例）

左は南部諸州が連邦離脱の動きを見せた頃に英国のライアンズ駐米大使がラッセル外相に宛てた書簡で、欧州諸国の支持を得るために南部は綿花の禁輸をチラつか
せ、買い手が別の輸入元を探す可能性も忘れて「綿花は王様だ」と繰り返すのみ、と皮肉っている（FO 115/286）。しかし開戦後米国が海上封鎖に踏み切るとライ
アンズ大使は南部連合との交渉に前向きになった。左から 2 つめはラッセル外相宛書簡で、南部連合の英国使節団との面談を断るべきではないと進言している（PRO 
30/22/35）。左から 3 つめはラッセル外相からライアンズ大使宛書簡で、使節団との間で独立承認が議題に上がったことを述べている（FO 115/286）。南部連合は 
高利回りの債権発行で投資先としての魅力をアピールした。右は 7% の綿花債がロンドンやリバプールで発行されたことを伝える記事（The Index, March 19, 1863）。

南部連合の綿花外交、使節団の英国への派遣

左は 1861 年 5 月に英国が発した中立宣言（DD/WM/42）。中立宣言では、南部連合の独立は承認せず、交戦国としての地位は認めた。左から 2 つ目のラッセル外相 
からライアンズ大使宛書簡では、離脱諸州の規模と人口を考えると交戦国としての地位を認めるのが妥当としている（FO 115/286）。左から 3 つ目はフランスのメルシエ 
駐米公使と米国のスワード国務長官の会談内容を報告するライアンズ大使の報告で、英国が叛徒である南部に交戦国の地位を与えたことをスワード長官が非難していると
述べている（FO 5/765）。米国が英国を中立義務違反で訴えたことを受け、戦後ジュネーヴで仲裁裁判が開かれた。右はジュネーヴ仲裁裁判の記録（FO 305/95）。

英国の中立宣言

英国に向かう南部連合使節団が乗船する英国船トレント号が米国海軍に拿捕され、使節が拘束されると、英国は猛反発した。左はラッセル外相のライアンズ大使宛
書簡で、使節の釈放と謝罪を米国に要求するよう訓令している（FO 115/286）。南部連合向けに英国で建造された軍艦を巡っても両国間で対立が発生した。左から
2 つ目は米国のアダムズ駐英公使からラッセル外相宛書簡で、リバプール領事からの情報を元に軍艦アラバマ号が南部向けに建造された証拠を突きつけている（FO 
414/435）。右はスワード長官のライアンズ大使宛書簡で、北軍兵士が脱走兵を追跡して英領カナダに領土侵犯した事件に関して、追跡者は武装していなかったと
釈明している（FO 115/286）。

英米間の緊張の高まり～トレント号事件、アラバマ号事件、米国の英領カナダ侵犯～
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英国の南北戦争干渉を巡ってはメディアや政府内でその是非が争われた。左は London American の記事で、干渉は北部からの穀物輸出を妨げ、英国に飢饉を齎すという干渉 
反対論（July 16, 1862）。左から 2 つ目は The Index の記事で、戦争を終結させるために欧州の干渉を訴えている（The Index, July 17, 1862）。左から 3 つ目は駐米 
大使館のスチュアート秘書官が 1862 年 7 月にラッセル外相に宛てた書簡で、メルシエ駐米フランス公使が欧州の共同干渉が戦争終結の唯一の手段であると語ったことを 
伝えている（PRO 30/22/36）。しかし、1862 年 9 月にリンカーンが奴隷解放予備宣言を発すると、干渉の機運は後退した。右は 1862 年 11 月にライアンズ大使がラッセル 
外相に宛てた書簡で、現状では米国が仲介提案を受け入れる可能性はなく、英国が南部の独立を承認すれば、米国と戦争になるだろうと述べている（PRO 30/22/36）。

中立維持か干渉か

英国では北部派の新聞と南部派の新聞が世論に向けて自派の正当性を訴えた。左の 2 つは北部派の London American の記事で、英国世論の反封建制感情や 
反貴族制感情に訴えたもの（October 9, 1861, March 4, 1863）。右の 2 つは南部派の The Index の記事で、右から 2 つ目の記事では奴隷解放宣言がヨーロッパ 
に対する甘言として発布されたものと述べ（October 9, 1862）、右の記事では南部に好意的な E.M. ハドソンの著書『米国における第二の独立戦争』を紹介し、
読者に繙読を奨めている（January 8, 1863）。

英国における北部派新聞と南部派新聞の報道

英国最大の綿花輸入港リバプールは南部支持派の一大拠点であり、様々な南部支援事業が行われた。左は欧州南部救援基金に関する記事で、北部軍の監獄に 
収容されている南部軍の捕虜のために支援者に呼びかけている（February 19, 1863）。左から 2 つ目は南部救援のためのバザーを紹介する記事（October 27, 
1864）。南部支援を行ったリバプールの商社フレイザー・トレンホルム社に関する文書も多い。右から 2 つ目はライアンズ大使のグレイ氏（詳細不明）宛の書簡で、
フレイザー・トレンホルム社が北部の海上封鎖の突破に関わり、南部の債券発行の代理人として活動していると述べている（FO 115/401）。右は戦後のジュネーヴ 
仲裁裁判における米国の主張で、フレイザー・トレンホルム社が反乱政府の財務部門の一機関として活動していたと述べている（FO 305/95）。

リバプールの南部支持派
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南北戦争に関する約40万ページの文書群（外国政府文書、私文書、新聞）

本アーカイブは南北戦争（1861-1865）を国際関係の中に位置づけ、新しい南北戦争像を提供するために、約40万ページの 
一次資料を電子化して提供するものです。収録文書は大きく分けて外国政府文書と私文書と新聞の3種類で構成されています。 
外国政府文書では、英国政府（外務省、内務省、海軍本部、法務局、植民地省、商務庁海事局等）関係文書が大半を占め
ますが、オランダ政府（外務省、駐米オランダ公使館）とデンマーク政府（外務省、植民地総局）の文書も収録されています。また、
南北戦争後に米国の英国に対する提訴を受けて設置された英米仲裁裁判関係文書（英米請求委員会）も興味深い資料です。
私文書では、第二次パーマストン内閣のラッセル外相が閣僚や駐米大使等と交わした往復書簡、南部連合からロンドンに派遣
され、新聞『ジ・インデックス』を創刊し英国の南部支持に向けて情報活動を繰り広げたヘンリー・ホッツェの書簡から、武器や
エンジンの提供や資金援助を通じて南部を支援した貿易商社フレイザー・トレンホルム商会、製造会社フォーセット・プレストン社、
マージードック・港湾理事会のジョージ・バスク・クロウ、コバム家等、南部支援派の一大拠点であるリバプールの団体・個人
文書、ドイツ系移民で北軍に従軍したチャールズ・セルツァーとマックス・シュランド、エマ・マイアー・ラップとアドルフ・ラップ 
の夫妻の書簡と日記まで、多種多様な人物の文書が収められています。新聞はロンドンで発行された北部派の新聞『ロンドン・
アメリカン』と南部派の新聞『ジ・インデックス』です。

国際関係史、国際法史、メディア史の視点から南北戦争に光を当てる画期的文書群

収録文書は国際的な視点からの南北戦争に対する再評価を試みる近年の学問的動向に相応しい文書群です。ラッセル外相、
ライアンズ駐米大使、米国各地に駐在する領事の間で交わされた往復書簡は外交当事者の記録として、英国外交の舞台裏を
見せるだけでなく、米国のスワード国務長官、アダムズ駐英公使、ダドリー駐リバプール領事、フランスのメルシエ駐米公使、 
ロシアのストックル駐米公使、プロイセンのゲロルト駐米公使等々、各国要人との交信や会見を同封文書あるいは書簡における
引用の形で記録し、南北戦争を巡る欧米諸国の政策の背景や思惑を詳らかにします。またグラッドストン蔵相、グレイ内相、シー
モア海軍卿、ルイス陸相、ベセル大法官等のパーマストン内閣の閣僚やリチャード・ブライトやジョン・コブデン等の英国政治家 
の発言や行動は、介入に積極的な南部支持派と中立維持を主張する北部支持派に分裂したパーマストン内閣が紆余曲折を 
経て閣内統一を実現させ、不介入方針を固めるまでのプロセスを明るみに出します。リバプールの商社の文書は、英国の南部 
支持派の活動を克明に記録するものです。戦後、英国の中立義務違反を巡り英米間で争われ、最終的に英国の敗訴が確定した 
英米仲裁裁判関係文書は、国際仲裁裁判の歴史において画期をなす裁判を記録したものとして国際法史の重要資料です。 
南北戦争は、綿花貿易における生産国の変化、奴隷制廃止に伴う新たな移民労働の出現、国民国家の成立、大衆メディアの
勃興など、政治的にも経済的にも社会的にも大きな歴史的転換期を迎える中で起こりました。本アーカイブは国際関係史、国際法 
史、メディア史の視点から南北戦争に光を当てる画期的文書群です。

国際関係史とメディア史の中の南北戦争

南部（連合）は英国に交渉使節団を派遣、戦略的国際商品である綿花を武器に綿花外交を推し進め、覇権国の英国から独立
承認を獲得するために、英国政府との非公式会談に漕ぎつけます。英国は開戦直後に中立宣言を発布、独立承認は控えつつも、
南部に交戦国の地位を付与します。叛徒である南部に交戦国の地位を付与したことに北部（連邦）は反発する一方、北部の 
海上封鎖により南部の綿花供給を遮断された英国では反北部感情が広がります。南部の使節団を乗船させた英国船を北軍が
拿捕し、使節を拘束したトレント号事件は両国の外交問題に発展、英国は抗議声明を出し、使節の釈放と謝罪を要求します。
リバプールの造船所で南部向けに建造された軍艦アラバマ号が戦闘に従事し、北部の海上封鎖を突破し、北軍に損害を与える 
に及び、両国の関係はさらに悪化します。英国はフランスやロシアと共同で戦争に介入する道を模索しますが、パーマストン 
内閣は介入支持派と反対派に分かれ閣内統一が実現しません。メキシコに派兵し北米でのプレゼンス強化を狙うフランスが介入 
に前向きである一方、勢力均衡の観点から米国の弱体化を望まないロシアは介入に消極的で、大国間でも足並みは揃いません。
このような状況の中で戦局は北部優位に転じ、奴隷解放宣言を発布し、欧州諸国の反奴隷制感情に訴えかけた北部の狙い 
通りに情勢は進み、最終的にパーマストン内閣は不干渉方針を固めます。メディアの世界に眼を向けると、南北戦争の時代は
大衆メディアの勃興期に当たります。英国では1855年に印紙税が廃止され、『デイリー・テレグラフ』に代表されるペニー新聞が
発刊され、新聞の読者層が一気に拡大、新聞が形成する世論に政治が無視できない時代が到来していました。北部と南部は
ロンドンで自派の新聞を発刊し、自陣営の正当性を訴え、国際世論を味方につけることを試みます。南北戦争は北軍と南軍が
戦場で死闘を繰り広げた実戦であるとともに、北部と南部による国際世論に向けた外交戦と情報戦としても展開しました。
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